
新春の催し
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新
春
は
三
河
万
歳
で
初
笑
い

「
新
春
招し

ょ
う

福
の
初
舞
」

ふ
く

●
日
時
／
場
所

１
月
１
日
抄
午
前

０
時
止
南
明
治
八
幡
社（
花
ノ
木
町
）、

大
岡
白
山
神
社（
大
岡
町
）、池
浦
天

は
く
さ
ん

満
宮（
池
浦
町
）

０
時

分
止
不
乗

の
ら
ず
の

森
神
社（
里
町
）

も
り

３５

０
時

分
止
二
本
木
八
幡
社（
緑
町
）、

４５

上
条
白
山
媛
神
社（
上
条
町
）

は
く
さ
ん
ひ
め

１
時
５
分
止
白
山
比
売
神
社（
今
本

は
く
さ
ん
ひ

め

町
）

※
時
間
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
問
合
せ

歴
史
博
物
館（
緯〈

〉
７７

６
６
５
５
）

丈
山
苑
～
三
河
万
歳
～

新
春
を
寿
ぎ
、
丈
山
小
学
校
児
童

こ
と
ほ

が「
招
福
の
舞
」を
可
愛
く
舞
い
ま
す
。

●
日
時

１
月
６
日
松
午
後
２
時
～

２
時

分
２０

●
料
金

入
苑
料

円（
中
学
生
以

１００

下
無
料
）、呈
茶
料

円
３００

●
問
合
せ

丈
山
苑（
☎〈

〉７
７

９２

８
０
）

お
め
で
た
い
言
葉
で
福
を
呼
び
込
む
供
祝
福
芸
僑

三
河
万
歳
を
ご
存
知
で
す
か

み
か
わ
ま
ん
ざ
い

■
問
合
せ

歴
史
博
物
館（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

安
城
の
三
河
万
歳
保
存
会
会
長
・

山
口
富
也
さ
ん（
緯〈

〉１
５
６
７
）

９２

資
神
道
三
河
万
歳

資
三
河
御
殿
万
歳

虚

許距

三
河
万
歳
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
三
河
万
歳
に
は
、
西
別
所

町
・
東
別
所
町
を
起
源
と
す
る『
神
道
三

し
ん
と
う
み

河
万
歳
』、福
釜
町
・
榎
前
町
を
起
源
と
す

か
わ
ま
ん
ざ
い

る『
三
河
御
殿
万
歳
』『
三

み
か
わ
ご
て
ん
ま
ん
ざ
い

さ
ん

曲き
ょ
く

万
歳
』の
３
種

ま
ん
ざ
い

類
が
あ
り
ま
す
。

『
神
道
三
河
万
歳
』の
起
源
は
、
戦
国
時

代
に
松
平
家
忠
が
日
記
に
記
し
た「
舞
々
」

ま
い
ま
い

か
ら
影
響
を
受
け
て
で
き
た
と
い
う
説
を

は
じ
め
、
諸
説
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
保
護
の
も
と
盛

ん
に
行
わ
れ
、
太
夫

た
ゆ
う

と
才
蔵
の
２
人
で
舞

さ
い
ぞ
う

う
姿
は
浮
世
絵
に
も
た
び
た
び
登
場
し
ま

し
た
。

一
方
、『
三
河
御
殿
万
歳
』と『
三
曲
万
歳
』

は
、
明
治
時
代
に
尾
張
方
面
か
ら
新
田
開

発
の
た
め
に
入
植
し
た
人
々
に
よ
り
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
御
殿
万
歳
は
中
央
の
太
夫

と
そ
の
両
側
の
才
蔵
６
人
が
舞
う
も
の
で
、

三
曲
万
歳
は
三
味
線
、

し
ゃ
み
せ
ん

鼓つ
つ
み

、
胡こ

弓
の
音
色

き
ゅ
う

に
合
わ
せ
た「
お
芝
居
」的
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

三
河
万
歳
の
魅
力
は
こ
こ
！

三
河
万
歳
の
魅
力
は
、
独
特
の
台
詞

回
し
と
時
に
は
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
太
夫

と
才
蔵
の
掛
け
合
い
で
す
。
そ
の
内
容
は
、

お
め
で
た
い
言
葉
を
並
べ
、
そ
の
言
霊

（
言
葉
が
持
つ
霊
力
）か
ら
福
を
呼
び
込
む

祝
福
芸
。
霊
力
を
も
ら
い
幸
せ
に
な
れ
る

場
所
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ら
、
三
河
万
歳

は「
パ
ワ
ー
ト
ー
ク
」と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

戦
後
に
は
、
一
部
の
地
域
の
み
で
万

歳
の
披
露
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
伝
承
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
昭
和

年
に
榎
前
町
の
有
志
に

４２

よ
り「
安
城
の
三
河
万
歳
保
存
会
」が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
保
存
会
で
は
、
老
人
ホ
ー

ム
や
町
内
会
で
の
新
春
披
露
の
ほ
か
、
近

年
で
は
、
市
内
小
学
校
等
で
後
進
の
育
成

指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
河
万
歳
を
経
済
面
で
支
え
る

た
め
に
、
昭
和

年
に「
安
城
の
三
河
万

５１

歳
後
援
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。
市
内
の

町
内
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
の
協
力
に

よ
っ
て
、
安
城
の
三
河
万
歳
の
伝
承
活
動

は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
城
の
三
河
万
歳
保
存
会
と
後
援
会
で

は
、
三
河
万
歳
を
や
っ
て
み
た
い
人
・
応

援
し
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
民
俗

芸
能
は「
特
別
な
誰
か
」が
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
少
し
の
興

味
と
は
じ
め
の
一
歩
。
ま
ず
は
一
度
観
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
三
河
万
歳
を
身
近

に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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